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令和６年４月１日 

各 位 

一般社団法人 全国測量設計業協会連合会 

 

全測連「設計 CPD」のリニューアルについて 
 

 

日頃より全測連の運営につきまして、格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

全測連では、技術者の継続学習（CPD）を包括的に支援する「設計 CPD」を運営していま

す。設計 CPD は、測量分野と建設コンサルタント分野に対応しており、講習会等の主催者が利

用する「講習会の認定」と、講習会等の受講者が利用する「受講履歴（CPD ポイント）の管

理」の２つのサービスを提供しています。 

今般、研修形態のオンライン化や学習分野の多様化等を受けて、設計 CPD のリニューアルを

行います。つきましては、設計 CPD の概要やリニューアル要等について、下記のとおりご案内

させていただきますので宜しくお願い申し上げます。 

 

 

1. 設計 CPD の概要 
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2. 設計 CPD の特徴 

① 講習会の学習分野は、「測量」と「建設コンサルタント」の２分野に対応しています。 

② CPD ポイントの申請（講習会の受講履歴）や CPD 証明書の発行が無料であり、ほぼ年会

費のみで受講履歴の管理が行えます。 

③ 建設系 CPD 協議会に加盟し「相互協力協定」を結んでいるため、認定した学習プログラム

の共有と CPD ポイントの連携が可能です。 

④ 建設業法第二十七条の二十三第三項の「経営事項審査の項目及び基準」において、CPD 認

定団体として認められています。 

3. 主な変更点 

① トップページ 

 ユーザーの利用形態に合わせてログインボタンを配置し、利用しやすくなります。 

 設計 CPD の概要やメリット等を示し、初めての方でも分かりやすくなります。 

② 講習会の形態 

 これまでの集合形式に加え、オンライン形式（ライブ配信形式、オンデマンド形式）や

ハイブリッド形式（集合形式＋オンライン形式）に対応します。 

③ 学習分野 

 共通分野  ：環境保護、SDGs、働き方改革、ハラスメント等を追加します。 

 専門技術分野：各技術に防災・減災や災害復旧等を追加します。 

 測量分野  ：三次元点群測量、GIS、リモートセンシング等を追加します。 

 情報技術分野：BIM/CIM、インフラ DX、情報セキュリティ等を追加します。 

 管理技術分野：コスト管理等を追加しま す。 

 設計 CPD 以外の団体（建設系 CPD 協議会、測量系 CPD 協議会）が認定した講習会の

CPD ポイントであっても、ポイントはそのまま設計 CPD に登録できるようにします。 

〔補足事項〕 

 上記の変更にともない、設計 CPD を適切に利用いただくための「設計 CPD（継続学習

制度）ガイドライン」を改訂いたします。 

 手数料や年会費の変更はございません。 

4. スケジュール 

令和６年５月上旬のリリースを予定しています。 

5. 問い合わせ先 

問い合わせ先は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

一般社団法人 全国測量設計業協会連合会 

設計 CPD 事務局 

TEL    03-3235-7271 
Ｅ-mail CPD@zensokuren.or.jp 


